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判
　
例
　
研
　
究

二
一
二

（
二
七
四
）

昭
四
三
－
（
鹸
義
誰
二
）

　
仮
処
分
の
目
的
物
件
が
換
価
さ
れ
そ
の
売
得
金
が
供
託
さ
れ
た
場
合
と
本
案

　
訴
訟
の
き
す
う

　
　
立
木
贈
与
契
約
無
効
確
認
杉
丸
太
所
有
権
確
認
損
害
賠
償
請
求
事
件
（
昭
四
三

　
　
・
一
・
二
五
第
一
小
法
廷
判
決
）

　
　
X
（
原
告
・
被
控
訴
人
・
被
上
告
人
）
は
Y
ら
（
被
告
・
控
訴
人
・
上
告
人
）

　
　
に
対
し
、
X
所
有
の
当
該
山
林
へ
の
立
入
り
お
よ
び
立
木
伐
採
の
禁
止
と
既
に

　
　
伐
採
さ
れ
た
伐
採
木
の
搬
出
禁
止
（
債
務
者
の
占
有
を
解
い
て
執
行
吏
保
管
）

　
　
の
仮
処
分
命
令
を
得
、
こ
れ
を
執
行
し
た
。
そ
し
て
X
が
所
有
権
に
基
づ
い
て
、

　
　
仮
処
分
命
令
と
同
趣
旨
の
判
決
を
求
め
た
の
が
本
件
で
あ
る
。
X
の
理
由
と
す

　
　
る
と
こ
ろ
は
、
Y
ら
が
主
張
す
る
立
木
の
贈
与
契
約
は
不
成
立
も
し
く
は
無
効

　
　
で
あ
る
、
ま
た
仮
に
有
効
と
し
て
も
贈
与
さ
れ
る
べ
き
立
木
は
未
だ
特
定
さ
れ

　
　
て
い
な
い
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
れ
故
に
立
木
は
X
の
も
の
で
あ
る
と
い
う

　
　
の
で
あ
る
．
一
、
二
審
と
も
ほ
ぽ
X
の
主
張
を
認
め
請
求
を
認
容
し
た
。
と
こ
ろ

　
　
で
伐
採
木
は
本
訴
が
第
一
審
係
属
中
に
、
執
行
裁
判
所
の
換
価
命
令
に
よ
つ
て

換
価
さ
れ
、
そ
の
売
得
金
が
供
託
さ
れ
て
い
た
（
諄
魯
嫌
甥
誰
か
鰭
糞
．

Y
は
上
告
理
由
中
で
こ
の
点
を
つ
い
た
。
曰
く
、
「
〔
原
判
決
は
、
〕
こ
と
に
、

主
文
中
、
伐
採
木
の
搬
出
行
為
の
禁
止
を
明
示
し
て
い
る
が
、
本
件
一
件
記
録

に
よ
れ
ば
、
伐
採
木
は
、
す
で
に
本
案
前
の
保
全
訴
訟
（
仮
処
分
）
の
過
程
に
お

い
て
、
執
行
吏
が
換
価
処
分
に
よ
り
こ
れ
を
金
銭
に
換
価
し
て
供
託
し
て
い
る

の
で
あ
る
．
・
よ
つ
て
X
が
、
右
供
託
金
の
支
払
請
求
を
求
め
る
な
ら
ば
格
別
、

す
で
に
現
実
存
在
し
な
い
こ
と
明
白
な
『
伐
採
木
』
の
搬
出
禁
止
の
請
求
を

認
容
し
」
た
原
判
決
は
、
破
殿
さ
れ
る
べ
し
と
。
最
高
裁
は
上
告
を
棄
却
し
、

こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。
「
仮
処
分
の
目
的
物
に
関
し
て

提
起
さ
れ
た
本
案
訴
訟
の
係
属
中
に
、
執
行
吏
の
保
管
す
る
仮
処
分
の
目
的
物

が
執
行
裁
判
所
の
換
価
命
令
に
よ
つ
て
換
価
さ
れ
、
そ
の
売
得
金
が
供
託
さ
れ

る
に
至
つ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
右
の
換
価
は
、
仮
処
分
の
目
的
物
が
滅
失
す

る
お
そ
れ
が
あ
り
、
ま
た
は
著
し
い
価
額
の
減
少
を
生
じ
、
も
し
く
は
貯
蔵
に

不
相
当
の
費
用
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
と
き
に
、
そ
の
経
済
的
価
値
を
保
全
す

る
目
的
で
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
売
得
金
な
仮
処
分
の
目
的
物
に



代
わ
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
間
に
な
お
同
一
性
を
保
持
し
て
い
る
も
の
と
解
す

る
の
が
相
当
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
本
案
訴
訟
の
目
的
物
な
い
し
は
こ
れ
に

対
す
る
審
理
の
対
象
た
る
権
利
な
い
し
法
律
関
係
は
な
お
消
滅
し
た
も
の
で
な

く
存
在
し
て
い
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
本
案
裁
判
所
は
、
本
件
の

よ
う
に
、
搬
出
禁
止
の
請
求
の
目
的
と
な
つ
た
伐
採
木
に
つ
い
て
換
価
が
行
な

わ
れ
、
そ
の
売
得
金
が
供
託
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
直
ち
に
訴
訟
の
目
的

物
が
滅
失
し
、
こ
れ
に
対
す
る
権
利
な
い
し
法
律
関
係
も
消
滅
し
た
も
の
と
し

て
そ
の
請
求
を
棄
却
す
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
右
換
価
が
行
な
わ
れ
な
か
つ
た

場
合
と
ひ
と
し
く
、
本
来
の
訴
訟
物
た
る
権
利
な
い
し
法
律
関
係
に
つ
い
て
審

理
し
、
判
決
す
る
を
妨
げ
な
い
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
。

一
、
本
判
決
の
立
論
に
従
つ
て
、
こ
こ
で
は
次
の
三
点
に
つ
い
て
考
察
し
て
み

よ
う
。
9
　
仮
処
分
の
目
的
物
は
換
価
し
う
る
か
と
い
う
問
題
、
⇔
　
一
般
的

に
仮
処
分
の
目
的
物
が
換
価
さ
れ
た
場
合
の
本
案
訴
訟
の
訴
訟
物
の
き
す
5
の

問
題
、
口
　
本
件
の
場
合
に
前
問
の
解
答
が
適
用
し
う
る
か
と
い
う
問
題
、
の

三
つ
で
あ
る
。

二
、
O
に
つ
い
て

　
こ
の
間
題
は
い
わ
ゆ
る
緊
急
換
価
処
分
と
言
わ
れ
る
間
題
で
、
そ
れ
は
要
す

る
に
、
民
訴
法
七
五
〇
条
四
項
後
段
の
規
定
が
民
訴
法
七
五
六
条
に
よ
り
仮
処

分
に
準
用
で
ぎ
る
か
否
か
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
従
来
、

判
例
・
学
説
に
そ
れ
ぞ
れ
積
極
説
、
消
極
説
の
対
立
を
み
た
の
で
あ
る
が
、
現

在
は
共
に
積
極
説
が
有
力
で
あ
る
（
賄
麟
ひ
鮒
剛
肌
廠
嵯
岬
で
髄
霧
呪
線
獺
超
£
匠
一
ト
訊

う
．
大
審
院
や
戦
後
物
下
級
審
の
判
例
に
つ
い
て
は
兼
子
編
「
判
例
保
全
訴
訟
下
巻
」
　
（
昭
四
三
）
六
八

し
頁
以
下
が
詳
し
い
　
こ
の
問
題
を
論
じ
る
論
文
と
し
て
は
、
岡
垣
「
仮
処
分
の
目
的
物
と
換
価
命
令
」

判
タ
三
八
号
（
昭
二
九
）
一
頁
。
松
野
「
仮
処
分
の
目
的
物
の
特
別
換
価
命
令
」
実
例
法
学
全
集
民
訴
法

下
巻
（
昭
四
〇
）
二
七
六
頁
、
松
本
「
仮
処
分
の
目
的
物
件
の
代
替
物
に
対
す
る
本
執
行
」
仮
処
分
の
研

　
　
　
判
　
例
　
研
　
究

究
上
巻
（
昭
四
〇
）
二
七
一
頁
．
松
本
「
仮
処
分
の
目
的
物
を
換
価
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
か
（
緊
急
換
価

処
分
）
」
判
タ
一
九
七
号
（
昭
四
一
）
一
一
四
頁
等
が
あ
る
。
以
上
の
論
稿
、
判
例
研
究
は
全
て
積
極
説

謙
破
掬
汎
肛
働
鵬
ピ
縦
峡
抑
鋼
礪
紬
礪
極
y
本
判
決
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
積
極

説
を
前
提
と
し
て
い
る
考
に
思
わ
れ
ゑ
蕪
『
講
鍬
語
噸
塑
麓
糊
齢

顎
鏑
韮
勧
蜷
二
）
。
こ
の
問
題
で
消
極
説
を
と
る
な
ら
ば
、
理
論
的
に
は
換
価
さ
れ

た
場
合
は
従
前
の
本
案
の
訴
訟
物
は
消
滅
す
る
と
解
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
ら

で
あ
る
（
嚇
墾
難
繕
鶴
ゼ
醗
聾
蔀
額
論
礪
灘
灘
毅
暢
檎
辮
誘
傭

羅
批
鶴
飴
殊
誘
鞭
講
鰐
驚
訪
赫
睨
鷺
暴
綴
紛
慧
）
．
そ
こ
で
、
こ

こ
で
は
こ
の
間
題
に
つ
い
て
の
我
々
の
見
解
を
簡
単
に
述
べ
て
お
こ
う
．
消
極

説
（
購
陛
鶉
ポ
鱗
遡
、
葱
鎧
魂
遷
遜
蜜
民
齪
輩
必
動
塾
霧
鰹
爺

学
説
と
し
て
は
松
岡
・
保
全
訴
訟
要
論
（
大
一
五
）
三
八
九
頁
、
加
藤
・
強
制
執
行
要
論
（
昭
一
〇
）
三

八
二
頁
、
兼
子
．
増
補
強
制
執
行
法
（
昭
二
六
）
三
三
四
頁
等
が
あ
る
。
判
評
て
は
加
藤
（
前
掲
大
審
院

灘
鶴
鍵
稲
甑
羅
難
麗
瞥
錐
ハ
訓
醸
鰻
醜
犠
極
）
の
論
拠
は
、
琴

る
に
保
全
訴
訟
制
度
に
お
け
る
仮
差
押
・
仮
処
分
の
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
の
差
異

を
強
調
し
、
仮
処
分
は
金
銭
的
価
値
の
保
全
を
目
的
と
し
な
い
と
説
く
の
で
あ

る
。
こ
の
主
張
は
、
確
か
に
保
全
訴
訟
制
度
を
理
論
的
に
明
確
に
把
握
し
て
い

る
と
思
う
．
だ
が
し
か
し
、
こ
の
主
張
は
理
論
的
一
貫
性
を
強
調
す
る
あ
ま

り
、
実
質
的
考
察
に
欠
け
る
点
が
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
際
上
、
当
事
者
は
仮
処

分
物
件
そ
れ
自
体
の
使
用
価
値
よ
り
も
、
そ
の
物
に
内
在
す
る
経
済
的
価
値

（
鮫
鰍
儲
埴
楠
賄
勲
燃
燈
銭
）
に
終
極
的
な
目
標
を
お
い
て
い
る
場
合
が
少
く
な
い
。

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
仮
処
分
の
目
的
物
を
換
価
し
供
託
に
付
し
た
方
が
よ
り

実
質
的
に
そ
の
価
値
を
保
全
す
る
と
言
え
よ
う
。
消
極
説
に
立
つ
て
こ
の
よ
う

な
場
合
で
も
仮
差
押
手
続
に
よ
れ
と
い
う
こ
と
は
、
保
全
訴
訟
に
要
求
さ
れ
る

簡
易
迅
速
の
実
質
的
保
全
と
い
う
こ
と
と
衝
突
す
る
で
あ
ろ
う
。
保
全
訴
訟
制

度
の
目
的
が
一
つ
に
は
、
判
決
手
続
の
存
在
を
前
提
と
し
、
そ
の
結
果
と
現
実

二
…

（
二
七
五
）



判
　
例
　
研
　
究

と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
こ
と
に
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
為
の
方
法
は
常

に
当
事
者
の
利
害
の
調
和
を
考
慮
し
な
が
ら
、
実
質
的
・
合
理
的
見
地
等
か
ら

探
し
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
消
極
説
の
あ
ま
り
に
も
形
式
的
・
機
械
的
に

理
論
を
適
用
す
る
態
度
に
は
賛
成
で
き
な
い
。
積
極
説
に
賛
成
す
る
し
だ
い
で

あ
る
（
吻
議
麟
騒
噸
羅
話
畑
齪
㌍
藩
麓
鄭
講
塚
瘤
蕨
篇
糊
鰭

判
例
保
全
訴
訟
下
巻
（
前
掲
）
を
参
照
せ
よ
。
学
説
と
し
て
は
板
倉
・
強
制
執
行
法
義
海
（
大
五
）
　
一
二

五
四
頁
、
菊
井
「
民
訴
法
（
二
）
」
（
昭
二
五
〉
三
八
五
頁
、
柳
川
・
新
訂
保
全
訴
訟
（
昭
二
九
）
二
三
六

碩
蘇
蠣
職
譲
凱
糠
簾
餓
黙
鎚
蛋
薪
漏
蝦
駿
鶴
脚
藩
耕
輪
鯉

・
法
律
学
研
究
二
六
巻
五
号
（
昭
四
）
六
三
頁
、
岡
垣
・
法
学
新
報
六
一
巻
二
号
ス
昭
二
九
）
一
〇
二

頁
、
中
務
「
戦
後
の
仮
処
分
判
例
の
研
究
」
民
訴
雑
誌
一
号
（
昭
二
九
）
　
一
九
五
頁
が
有
名
。
本
件
判
批

の
奥
村
（
前
掲
二
七
頁
）
、
中
務
（
前
掲
二
三
七
頁
）
も
積
極
説
支
持
。
こ
れ
ら
が
主
張
す
る
論
拠
は
私
見

と
そ
う
異
な
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
消
極
説
を
と
る
と
手
続
が
繁
雑
化
、
厳
格
化
し
、

誘
嶺
駿
難
蕨
魏
ロ
霧
ピ
畿
観
骸
舘
纏
）
．

三
、
⇔
に
つ
い
て

　
一
応
．
所
有
権
に
基
づ
く
特
定
物
引
渡
訴
訟
を
例
と
し
、
そ
の
目
的
物
が
仮

処
分
に
付
さ
れ
て
い
た
が
、
本
案
訴
訟
中
に
換
価
さ
れ
供
託
さ
れ
た
場
合
、
本

案
訴
訟
の
訴
訟
物
は
ど
う
な
る
か
を
考
え
て
み
よ
う
（
廠
劇
紛
批
諏
瀕
圃
鰍
伽
畑
頒
喋

執
行
．
占
有
移
転
禁
止
処
分
違
反
の
占
有
移
転
等
に
お
い
て
問
題
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ

れ
の
目
的
に
応
じ
て
そ
の
関
係
は
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
つ
て
、
統
一
的
・
一
般
的
に
は
論
じ
ら
れ
な
い

晃
思
）
。
従
来
説
か
れ
た
主
張
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
．
第
】
説
は
換

価
処
分
後
の
仮
処
分
は
特
定
物
の
給
付
不
能
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
を
保
全

す
る
も
の
と
な
る
と
説
く
の
で
あ
る
（
瞳
⑳
嚇
果
ボ
難
諦
細
轍
蘇
馳
瀧
酬
瀞
輔
翻
謝
騒
匠
狂

に
彬
樟
峨
齢
凱
一
歌
撒
醐
飢
ひ
鉱
蹴
揃
鵬
が
楠
研
）
．
第
二
説
は
従
前
の
仮
処
分
は
換
価

供
託
金
の
返
還
請
求
権
を
保
全
す
る
も
の
と
な
る
と
説
く
（
雛
かっ
概
倒
繊
襖
鮒
細
湘
澗

た
と
い
う
事
実
が
訴
訟
資
料
上
明
ら
か
で
あ
る
時
は
、
裁
判
所
は
当
事
者
を
し
て
換
価
金
の
引
渡
請
求
に

訴
を
変
更
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
て
も
あ
る
と
も
説
く
。
中
務
・
前
掲
判
研
一
九
六
頁
．
谷
本
・
前
掲
六
八

順
犠
批
⑰
勉
糊
蝕
麺
凱
辮
棚
鰍
瀬
は
躰
）
．
第
三
説
は
仮
処
分
の
目
的
物
の
換
価
、
供

託
の
事
実
は
本
案
訴
訟
の
訴
訟
物
に
何
ら
影
響
を
及
ぽ
さ
な
い
と
説
く
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
四
　
　
　
　
　
（
二
七
山
ハ
）

る
（
望
縫
懸
襲
潴
麗
漂
鰯
鴇
蔑
誘
罐
鋤
擦
驕
無
痩
躍
轡
朕
雛

（
但
し
○
年
○
月
0
日
付
O
O
地
方
裁
判
所
昭
和
○
年
（
モ
）
第
○
具
、
換
価
命
令
に
よ
る
換
価
代
金
）
を
引

渡
せ
」
と
い
う
表
示
が
よ
い
と
す
る
立
場
と
が
あ
る
。
前
者
に
は
東
京
高
判
昭
二
八
・
三
・
九
下
民
集
四
巻

三
五
三
頁
、
高
松
高
判
昭
二
八
二
二
二
二
〇
高
昆
集
六
巻
五
号
二
六
八
頁
が
あ
る
．
後
者
に
は
前
掲
の
松

本
、
岡
垣
、
奥
村
、
吉
川
，
中
務
（
本
件
判
批
）
の
論
稿
・
判
批
が
あ
る
。
民
事
局
の
立
場
も
後
者
で
あ

る
（
民
事
裁
判
資
料
六
七
号
二
九
四
頁
暫
昭
三
二
）
．
柳
川
・
前
掲
三
七
八
頁
は
第
三
説
で
は
あ
る
が
．
表

示
に
つ
い
て
は
述
べ
て
い
な
い
。
問
題
は
第
二
説
と
第
三
説
後
説
と
の
違
い
て
あ
る
。
そ
の
い
ず
れ
と
も

靴
喩
樋
購
繍
附
晶
謁
パ
駄
酬
棚
姻
這
で
頗
に
配
癒
眠
畷
や
鋤
瑚
融
駄
乱
順
ギ
欣
醐
獣
た
姻
．
）
。
裁

判
所
の
換
価
命
令
に
よ
る
換
価
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
従
前
の
仮
処
分
命
令
が

そ
の
ま
ま
維
持
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
等
を
考
え
る
と
、
従
前
の
目
的
物
と

売
得
金
と
が
法
的
に
同
一
で
あ
る
と
し
な
け
れ
ば
理
論
的
に
は
一
貫
し
な
い
と

思
う
。
第
三
説
が
正
し
い
と
思
う
．
第
一
説
、
第
二
説
に
あ
つ
て
は
な
に
故
に

従
前
の
仮
処
分
命
令
が
維
持
さ
れ
な
が
ら
、
被
保
全
権
利
の
変
化
を
主
張
し
う

る
の
か
疑
問
で
あ
る
（
鍛
魂
齢
はの
蝋
講
鮒
耐
縄
微
醐
㈱
配
抄
胴
と
唯
撫
擁
纏
蝶
跡
耐
播
鰐
謎
齢
騨

実
際
上
不
都
合
な
結
果
が
生
じ
る
。
裁
判
所
は
訴
の
変
更
を
促
す
責
務
を
も
つ
こ
と
に
な
る
し
、
訴
の
変

更
を
し
な
い
原
告
は
敗
訴
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
換
価
さ
れ
た
事
実
が
裁
判
上
あ
ら
わ
れ
な
か
つ
た
場

喰
鞭
翻
断
醐
漱
騒
黙
糖
蜥
酬
婬
階
紘
郁
畝
赫
）
。
本
判
決
は
第
三
説
の
立
場
を
支
持
す

る
も
の
で
、
こ
れ
は
ま
た
実
務
の
と
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
（
融
体
↓
疎
賜
糊
舗
キ
沈
靴

掲
九
二
四
頁
。
な
お
本
判
決
は
主
文
爽
示
の
問
題
に
つ
い
て
は
態
度
を
表
明
し
て
い
な
い
と
解
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。
前
述
の
表
示
を
め
ぐ
つ
て
の
争
い
は
執
行
に
お
い
て
ど
ち
ら
が
便
利
か
と
い
う
こ
と
で
決
め
ら

融
偽
礁
勅
縁
船
翻
鷲
防
群
擦
赫
燗
樋
怨
粟
懲
剛
鱗
蜥
畿
箋
駿
）
．

四
、
㊧
に
つ
い
て

　
本
判
決
の
特
色
と
す
る
所
は
、
三
で
考
察
し
た
考
え
方
を
搬
出
禁
止
と
い
う

不
作
為
請
求
の
場
合
に
も
適
用
し
た
点
で
あ
る
．
目
的
物
と
売
得
金
が
同
一
で

あ
る
と
説
く
こ
と
は
売
得
金
が
従
前
の
目
的
物
と
同
じ
よ
う
に
取
扱
わ
れ
る
こ

と
を
意
味
す
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
従
前
の
目
的
物
に
対
し
て
は
一
般
に
如

何
な
る
行
為
も
可
能
で
あ
る
こ
と
等
を
考
え
る
と
、
搬
出
禁
止
の
不
作
為
請
求

と
言
え
ど
も
、
別
に
特
別
な
考
慮
は
必
要
あ
る
ま
い
．
判
旨
に
賛
成
す
る
し
だ



い
で
あ
る
（
酷
遊
胱
嚇
蝸
炉
飢
砿
順
ポ
襖
）
．
た
だ
本
件
の
場
合
、
X
と
し
て
は
仮
処
分

で
得
た
仮
定
的
・
暫
定
的
な
状
態
を
確
定
的
状
態
に
す
る
た
め
に
本
件
訴
訟
に

及
ん
だ
訳
で
あ
る
が
（
慨
鉤
億
殊
駅
叛
魏
鰍
冷
謙
切
勤
熔
砿
味
曝
噺
繍
砺
納
容
）
、
こ
の
不
作

為
判
決
で
は
供
託
金
は
受
領
で
き
な
い
と
思
う
か
ら
．
X
は
別
訴
を
提
起
し
、

供
託
金
の
引
渡
を
求
め
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
故
に
本
件
で
は
か
か
る
搬
出

禁
止
不
作
為
請
求
が
本
案
と
し
て
妥
当
か
ど
う
か
が
問
題
に
な
ろ
う
．
本
案
訴

訟
と
し
て
は
伐
採
木
の
引
渡
訴
訟
を
提
起
す
べ
き
で
あ
つ
た
と
思
わ
れ
る

（
’
口
耕
ル
館
掲
）
．
し
か
し
、
か
と
い
つ
て
伐
採
木
搬
出
禁
止
の
本
案
訴
訟
が
全
く

無
意
味
と
は
言
え
ま
い
（
醐
噂
赫
辮
罐
販
鮒
鵬
崔
ぼ
巌
窺
越
ポ
卿
）
。
か
か
る
疑
問
が
な
い

訳
で
は
な
い
が
、
一
応
こ
の
点
の
取
扱
も
判
旨
（
測
欲
硬
濾
賊
醐
憶
恥
糊
離
韓
郊
撚
い
妨

脱
巨
魚
）
に
賛
成
す
る
．

五
、
以
上
、
問
題
を
e
O
㊧
と
み
た
訳
で
あ
る
が
、
結
論
と
い
い
、
理
論
構
成

と
い
い
、
判
旨
と
そ
う
異
な
つ
て
は
い
ま
い
。
判
旨
に
賛
成
す
る
し
だ
い
で
あ

る
（
藩
饗
到
銚
螺
議
耀
驚
託
齢
騨
泌
鋤
と
し
）
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
　
東
　
　
乾
・
坂
原
正
夫
）

昭
四
三
2
（
墾
爆
歪
）

　
危
殆
状
態
に
あ
る
会
社
が
従
業
員
の
給
料
債
権
の
支
払
資
金
借
入
の
た
め
唯

　
一
の
不
動
産
を
譲
渡
担
保
に
供
し
た
行
為
と
否
認
権
の
行
使
の
許
否

　
　
売
買
契
約
否
認
請
求
事
件
（
昭
四
三
・
二
・
二
第
二
小
法
廷
判
決
）

　
　
訴
外
A
会
社
は
支
払
を
停
止
し
、
且
破
産
宣
告
の
申
立
を
受
け
た
後
．
同
会
社

　
　
の
従
業
員
の
延
滞
賃
料
の
支
払
賃
金
に
充
て
る
為
に
Y
（
被
告
・
控
訴
人
・
被

判
　
例
　
研
　
究

上
告
人
）
よ
り
三
〇
万
円
を
借
り
受
け
、
右
置
権
を
担
保
す
る
為
、
当
時
既
に

危
殆
状
態
に
あ
つ
た
A
と
し
て
は
唯
一
の
不
動
産
で
あ
る
土
地
、
建
物
を
Y
に

譲
渡
し
た
．
そ
の
後
A
が
破
産
し
、
破
産
管
財
人
X
（
原
告
・
被
控
訴
人
・
上

告
人
）
は
右
譲
渡
担
保
契
約
に
つ
き
否
認
権
の
行
使
等
を
請
求
し
た
．

第
一
審
は
X
の
請
求
を
認
め
た
が
、
控
訴
審
は
こ
れ
に
対
し
、
否
認
権
の
行
使

の
対
象
と
な
ら
ず
と
し
て
、
X
の
請
求
を
棄
却
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
「
本

件
物
件
の
譲
渡
担
保
は
、
破
産
会
社
の
危
殆
状
態
に
お
け
る
唯
一
の
不
動
産
の

担
保
供
与
と
認
め
る
べ
ぎ
で
あ
る
か
ら
こ
の
点
の
み
か
ら
見
れ
ば
、
右
行
為
は

破
産
法
七
二
条
第
一
号
に
い
わ
ゆ
る
破
産
者
が
破
産
債
権
者
を
害
す
る
こ
と
を

知
つ
て
為
し
た
行
為
と
推
定
し
得
ら
れ
る
が
如
ぎ
観
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
当
時

右
会
社
は
給
料
の
延
滞
が
あ
り
、
そ
の
調
達
が
他
の
方
法
で
は
不
能
と
思
わ
れ

る
状
態
で
あ
つ
た
こ
と
、
従
業
員
の
給
料
債
権
が
一
般
債
権
に
比
し
優
先
債
権

で
あ
り
、
か
つ
従
業
員
の
延
滞
給
料
の
支
払
は
会
社
運
営
上
必
要
欠
く
べ
か
ら

ざ
る
人
的
資
源
を
確
保
す
る
為
最
も
緊
要
な
支
出
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、

右
行
為
は
、
こ
れ
に
牽
連
す
る
前
記
借
入
行
為
と
関
連
せ
し
め
て
見
る
こ
と
に

よ
り
、
前
記
推
定
は
否
定
さ
れ
、
外
観
上
も
む
し
ろ
必
要
資
金
獲
得
の
た
め
の

正
当
な
行
為
で
あ
つ
て
、
一
般
債
権
者
に
対
す
る
詐
害
の
意
思
即
ち
一
般
債
権

者
の
犠
牲
に
お
い
て
特
定
債
権
者
の
み
利
せ
ん
と
す
る
意
思
に
出
た
も
の
で
な

い
も
の
と
認
め
る
を
相
当
と
す
る
．
」
と
し
て
い
る
．
X
上
告
。
そ
の
要
旨
は

本
件
不
動
産
の
時
価
は
当
時
（
昭
和
二
五
年
）
百
四
、
五
拾
万
円
を
超
え
る
も

の
で
あ
る
の
に
僅
か
三
〇
万
円
の
給
料
支
払
の
為
に
譲
渡
担
保
に
供
し
た
の
で

あ
る
．
こ
の
様
に
代
価
が
余
り
に
低
廉
で
あ
る
場
合
に
は
破
産
法
七
二
条
一
号

に
該
当
す
る
行
為
と
し
て
否
認
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
．

原
判
決
が
本
件
物
件
の
当
時
の
価
額
を
全
然
念
頭
に
置
か
な
い
で
給
料
支
払
の

為
な
ら
ば
如
何
に
時
価
の
多
大
な
物
で
も
僅
か
な
借
入
金
の
為
に
破
産
会
社
が

二
蓋

（
二
七
七
）



判
　
例
　
研
　
究

譲
渡
担
保
に
供
し
て
も
、
一
般
債
権
者
は
傍
観
す
る
外
な
く
、
こ
れ
を
否
認
で
ぎ

な
い
と
い
う
判
断
は
社
会
通
念
、
経
験
則
に
も
甚
し
く
背
反
し
、
審
理
不
尽
、

理
由
不
備
の
違
法
が
あ
り
、
こ
の
違
法
は
判
決
に
影
響
及
ぼ
す
こ
と
明
ら
か
な

も
の
で
あ
る
と
い
う
主
張
で
あ
る
。

最
高
裁
は
全
員
一
致
で
破
棄
差
戻
を
し
、
そ
の
理
由
と
す
る
と
こ
ろ
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

本
件
譲
渡
担
保
が
（
中
略
）
先
取
特
権
な
る
従
業
員
の
給
料
債
権
の
支
払
に
充
て

る
資
金
の
借
入
と
し
て
破
産
会
社
の
必
要
資
金
の
獲
得
の
為
に
さ
れ
た
と
し
て

も
、
破
産
法
七
二
条
一
号
に
基
づ
く
否
認
権
の
行
使
を
否
定
す
る
為
に
は
特
別

の
事
情
の
な
い
限
り
、
譲
渡
担
保
の
目
的
物
件
の
価
額
と
、
そ
の
被
担
保
債
権

顔
と
の
間
に
合
理
的
均
衡
の
存
す
る
こ
と
を
要
す
る
と
解
す
べ
き
と
こ
ろ
、
原

判
決
は
元
金
三
〇
万
円
（
利
息
一
割
）
の
貸
金
贋
権
の
担
保
の
た
め
に
本
件
物

件
が
譲
渡
担
保
に
供
さ
れ
た
事
実
を
確
定
し
た
の
み
で
本
件
物
件
の
価
額
を
確

定
せ
ず
に
前
記
の
原
判
決
の
事
実
関
係
か
ら
本
件
否
認
権
の
行
使
が
全
部
許
さ

れ
な
い
と
判
示
し
た
の
は
、
法
令
の
解
釈
、
適
用
を
誤
つ
た
結
果
審
理
不
尽
の

違
法
を
お
か
し
た
と
い
う
べ
く
こ
の
点
を
つ
く
論
旨
は
理
由
が
あ
る
。

　
判
旨
に
賛
成
す
る
。

　
本
判
決
は
次
の
二
点
に
於
い
て
特
色
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
そ
の
一
点

は
本
件
債
務
が
雇
用
人
の
賃
金
支
払
の
為
の
も
の
で
あ
り
、
他
の
一
点
は
譲
渡

担
保
契
約
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
前
者
は
破
産
法
上
優
先
債
権
（
識
耀
雑
第
）
と

さ
れ
る
の
で
あ
り
、
後
者
は
破
産
法
上
一
ケ
条
（
胴
巌
鱗
）
の
規
定
し
か
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
．
先
ず
破
産
法
上
譲
渡
担
保
設
定
者
が
破
産
し
た
場
合
に
譲
渡
担

保
権
者
が
如
何
な
る
権
利
を
有
す
る
か
に
つ
き
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
二
六

（
二
七
八
）

　
通
説
（
軸
嚇
鑓
蘇
勤
簾
灘
泳
詮
麸
）
一
一
疏
だ
顛
緻
強
胆
嵌
吻
灘
離
蒲
謙
測
一
一
擁
胚
販
倒
）
に
従

え
ば
「
取
戻
権
」
（
八
七
条
）
を
行
使
で
き
る
と
し
、
そ
の
旨
の
判
決
（
凍
磁
峨
珊

茄
庫
泥
疇
論
障
肌
ノ
）
も
あ
る
．
し
か
し
こ
れ
に
対
し
別
除
権
を
行
使
で
き
る
と
い

う
有
力
な
反
対
説
が
あ
り
（
謝
謂
沫
破
難
概
）
近
時
こ
れ
に
賛
す
る
説
が
増
加
す
る

傾
向
で
あ
る
（
鼎
叡
誠
灘
抵
偏
膣
瀧
猷
鉦
預
削
蜘
細
硝
醐
」
一
断
荒
頗
戦
踊
蹴
龍
畷
調
餉
謄
脇
鴫
瞭
帥

頁
以
下
。
こ
の
様
な
考
え
方
が
ド
イ
ッ
の
通
説
、
判
例
で
あ
る
と
し
て
総
合
判
例
叢
書
民
法
（
一
七
）
「
穣

渡
担
保
」
二
一
〇
頁
以
下
、
但
し
ド
イ
ッ
で
は
譲
渡
担
保
に
つ
ぎ
我
国
が
と
る
所
有
権
的
構
成
て
は
な
く

膿
離
繭
購
献
賛
硯
鰍
礁
卵
鰭
筋
％
却
隣
備
梵
渤
艶
ハ
舗
瞬
罪
「
癩
翻
遡
罧
勧
難
）
。
譲
渡
担
保
に
つ

き
取
戻
権
と
基
礎
に
お
い
て
同
一
で
あ
る
と
さ
れ
る
篠
肝
購
豫
暉
蟹
薩
拡
虻
）
。

第
三
者
異
議
の
訴
に
つ
き
、
即
ち
譲
渡
担
保
権
者
が
そ
の
担
保
目
的
物
を
第
三

者
の
執
行
に
よ
り
奪
わ
れ
た
場
合
、
第
三
者
異
議
の
訴
（
民
訴
法
五
四
九
条
）
を

起
し
得
る
か
で
あ
る
。
通
説
（
鮒
鯉
儲
輔
誰
諏
瓢
酌
順
コ
バ
錘
糠
斡
蜘
猟
蜥
欄
琳
徽
配
割
）
、

判
例
（
款
劃
麸
二
か
粧
た
節
己
ゼ
吠
劃
螺
瓢
．
）
は
こ
れ
を
認
め
る
。
こ
れ
に
対
し
、
第

三
者
異
議
を
許
さ
な
い
と
い
う
説
（
↓
櫛
魅
礎
嘔
譲
纈
期
聾
頒
齢
蹴
概
瀦
㎜
町

双
噛
賭
陸
↓
り
欧
蹴
銅
鰭
冤
配
脳
叢
伽
臨
溺
琳
嘉
纈
藤
鰹
鱗
臨
糧
董
一
一
）
、
「
形
式
上
所
有

権
及
び
占
有
権
（
略
）
を
有
し
て
い
て
も
実
質
上
担
保
の
為
で
あ
る
以
上
こ
れ
を

超
過
し
て
執
行
債
権
者
に
対
抗
さ
せ
る
必
要
は
な
い
か
ら
（
略
）
優
先
弁
済
の
請

求
に
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
説
（
蘇
肝
噺
断
鉄
財
凶
碩
野
杷
郵
謎
餅
調

齢
踊
諦
喉
口
燗
醐
醐
槻
購
）
に
分
か
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
（
硝
酪
伽
嫉
呼
触
嫌
磁
麹
辮

鷺
晩
騨
講
難
籍
鵬
霰
墓
讐
雑
響

　
譲
渡
担
保
特
に
精
算
型
譲
渡
担
保
に
お
い
て
担
保
権
者
は
目
的
物
の
所
有
権

を
取
得
し
て
い
る
が
、
実
質
的
に
把
握
L
て
い
る
の
は
被
担
保
債
権
の
額
だ
け

で
あ
る
。
そ
の
反
面
債
権
者
は
目
的
物
の
所
有
権
を
移
転
し
た
後
も
、
そ
れ
が

担
保
の
為
の
結
果
と
し
て
被
担
保
債
権
額
と
目
的
物
の
価
値
の
額
の
差
を
尚
保



留
し
て
い
る
．
即
ち
そ
の
目
的
物
の
有
す
る
価
値
は
担
保
権
老
と
設
定
権
者
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
一
）

有
し
て
い
る
と
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
（
職
懐
噺
期
羅
法
」
）
．

　
通
常
の
財
産
状
態
に
お
い
て
、
被
担
保
債
権
を
超
え
る
利
益
を
有
し
な
い
債

権
者
が
債
務
者
の
財
産
が
破
産
状
態
に
な
つ
た
と
き
（
本
来
破
産
法
の
諸
制
度

が
多
数
債
権
者
の
公
平
な
満
足
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
）
そ

の
物
の
全
価
値
を
有
し
て
し
ま
う
と
い
う
考
え
方
は
余
り
に
も
形
式
的
で
あ

（
注
二
）

る
。
「
そ
れ
が
譲
渡
担
保
制
度
そ
の
も
の
に
内
在
す
る
不
合
理
で
あ
つ
て
執
行

法
（
こ
の
場
合
は
破
産
法
）
〔
筆
者
注
〕
の
解
釈
と
し
て
救
い
う
る
限
度
を
超
え

て
い
る
」
（
だ
融
調
講
雌
姻
卜
伽
紅
劃
碩
鯉
翻
賭
郵
賑
）
と
し
て
放
つ
て
お
く
こ
と
は

妥
当
で
は
な
い
。
理
論
的
に
も
如
何
な
る
権
利
を
与
え
る
か
（
取
戻
権
か
別
除

権
か
）
を
考
え
る
の
は
自
由
で
あ
る
（
何
故
な
ら
譲
渡
担
保
自
体
判
例
、
実
慣
行

に
よ
り
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
）
．
そ
し
て
前
記
の
通
り
私
は
質
権
、
抵
当
権
と

同
様
「
担
保
的
機
能
」
の
満
足
、
即
ち
一
般
債
権
者
よ
り
優
先
的
に
弁
済
を
受

け
る
こ
と
で
十
分
で
あ
る
と
考
え
、
別
除
権
者
と
す
れ
ば
足
り
る
と
解
す
る
。

精
算
型
譲
渡
担
保
が
原
則
で
あ
る
こ
と
は
民
法
学
上
通
説
で
あ
る
が
、
特
に
本

件
に
於
い
て
被
担
保
債
権
は
三
〇
万
円
で
あ
り
、
そ
の
目
的
物
は
上
告
人
の
言

に
依
れ
ば
一
五
〇
万
円
位
で
あ
る
場
合
に
は
既
に
合
理
的
均
衡
を
失
つ
て
お

り
、
精
算
型
と
認
定
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
（
嚴
期
蝿
個
に
か
ト
一
一
一
壁
猷
繍
肝
小
判
）
。

　
と
す
れ
ば
本
件
の
場
合
右
三
〇
万
円
は
雇
人
の
給
料
の
為
の
も
の
即
ち
優
先

債
権
で
あ
り
、
一
般
の
債
権
者
は
何
ら
害
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

　
一
方
処
分
型
譲
渡
担
保
で
あ
れ
ば
、
そ
の
物
の
全
価
値
を
権
利
者
は
取
得
す

る
の
で
取
戻
権
者
に
な
り
、
こ
の
場
合
に
は
一
般
の
債
権
者
を
害
す
る
の
で
否

認
権
の
対
象
に
な
る
と
考
え
る
。
処
分
型
で
あ
つ
て
も
別
除
権
と
す
れ
ば
良
い

判
　
例
　
研
　
究

と
す
る
説
　
（
前
記
参
照
）
も
あ
る
が
、
こ
の
場
合
の
担
保
は
真
に
目
的
物
で
あ

り
そ
の
物
の
価
値
で
は
な
い
と
考
え
、
疑
問
で
あ
る
（
尚
詳
細
な
検
討
は
後
に

考
え
る
つ
も
り
で
あ
る
）
。

　
と
す
れ
ば
そ
の
い
ず
れ
の
形
態
で
あ
る
か
、
そ
の
資
料
と
し
て
、
本
件
物
件

の
価
額
に
つ
き
確
定
し
な
か
つ
た
原
判
決
は
審
理
不
尽
で
あ
り
、
破
棄
さ
れ
た

の
は
正
当
と
考
え
る
。

（
注
一
）
　
我
妻
新
訂
「
担
保
物
権
法
」
六
一
八
頁
は
不
動
産
の
場
合
に
つ
き
明
ら

　
か
に
し
て
い
な
い
が
、
同
書
六
一
六
頁
で
動
産
（
設
定
者
保
有
）
の
場
合
「
譲

渡
担
保
権
者
は
被
担
保
債
権
の
優
先
弁
済
を
受
け
る
だ
け
て
満
足
し
、
目
的
物

　
の
有
す
る
残
余
の
価
値
を
他
の
債
権
者
の
弁
済
に
充
て
る
の
が
公
平
で
あ
り
破

産
的
清
算
の
目
的
に
適
す
る
」
と
し
「
管
財
人
が
被
担
保
債
権
を
弁
済
し
て
目

　
的
物
を
取
戻
す
こ
と
が
出
来
る
」
と
さ
れ
て
い
る
．
こ
れ
が
破
産
法
一
九
七
条

　
一
四
号
の
こ
と
を
指
す
か
は
不
明
で
あ
る
が
「
担
保
面
」
を
重
視
し
て
い
る
の

　
は
賛
成
で
あ
る
．

（
注
二
）
　
中
野
前
掲
論
文
に
お
い
て
、
著
者
は
強
制
執
行
に
つ
き
第
三
者
異
議
の

訴
を
認
め
、
破
産
に
つ
ぎ
別
除
権
を
認
め
て
い
る
．
そ
し
て
そ
れ
が
両
制
度
の

の
で
あ
る
こ
と
を
詳
細
に
説
明
さ
れ
て
い
る
（
同
書
一
四
〇
頁
以

　下）。

今
回
前
者
に
つ
い
て
の
論
述
は
避
け
る
が
、
少
く
と
も
破
産
上
譲
渡
担
保

財
産
の
債
権
額
を
超
え
る
部
分
を
破
産
財
団
内
で
現
在
化
し
、
こ
れ
を
一
般
債

権
者
の
満
足
を
与
え
る
べ
ぎ
と
し
、
別
除
権
と
さ
れ
る
こ
と
に
は
賛
成
す
る
。

　
こ
れ
は
何
ら
の
矛
盾
で
は
な
い
。
例
え
ば
質
権
は
異
議
事
由
で
あ
つ
て
も
破

産
法
上
別
除
権
者
に
な
る
と
同
様
で
あ
る
。
尚
論
文
中
譲
渡
担
保
権
者
は
（
間

接
）
占
有
権
が
あ
る
か
ら
第
三
者
異
議
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
が
（
恥
に
杭
）
、

　旧

説
に
立
つ
場
合
「
占
有
権
が
あ
る
か
ら
」
と
し
た
場
合
の
可
否
で
な
く
「
譲

一
二
七

（
二
七
九
）



判
　
例
　
研
　
究

渡
担
保
権
が
あ
る
」
と
し
た
場
合
、

に
な
ら
な
い
と
考
え
る
．

訴
訟
物
が
異
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
理
由

　
尚
原
審
の
判
断
理
由
の
「
事
業
経
営
の
為
の
資
金
獲
得
の
手
段
と
し
て
や
む

を
得
な
い
こ
と
」
を
主
観
的
な
面
　
（
詐
害
意
思
）
の
問
題
か
（
灘
唖
礁
懸
雁
略
諏
哨

顯
診
籟
的
な
面
（
害
す
る
行
為
）
の
問
題
と
す
る
（
撃
翻
離
難
姦
酬

か
耽
）
か
の
議
論
の
余
地
が
あ
る
．
判
例
の
様
に
音
心
欲
説
を
と
れ
ば
認
識
が
あ

つ
て
も
意
欲
は
な
い
と
す
る
消
極
的
要
件
と
な
る
の
で
は
な
い
か
．
認
識
説
に

立
つ
た
と
ぎ
こ
れ
は
「
害
す
る
行
為
」
と
な
ら
な
い
要
素
に
な
る
の
か
、
又

詐
害
行
為
は
不
法
行
為
故
に
取
消
し
得
る
（
則
地
触
羅
継
重
毛
財
）
と
解
し
、
そ
の

違
法
性
（
又
は
取
消
に
値
い
す
る
だ
け
の
違
法
性
）
が
な
い
と
す
る
か
、
色
々
に

考
え
ら
れ
る
が
．
こ
の
点
未
だ
学
説
上
十
分
な
説
明
は
な
さ
れ
て
い
な
い
と
思

わ
れ
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
豊
泉
貫
太
郎
）

昭
四
三
3
（
蝦
填
讐
張
）

　
競
買
の
申
出
と
要
素
の
錯
誤

　
　
競
落
金
差
額
請
求
事
件
（
昭
四
三
・
二
・
九
第
二
小
法
廷
判
決
）

　
　
訴
外
A
は
、
本
件
甲
土
地
お
よ
び
乙
土
地
を
所
有
し
、
甲
土
地
上
に
家
屋
を
所

　
　
有
し
て
い
た
。
同
人
は
、
右
両
土
地
に
抵
当
権
を
設
定
し
て
訴
外
B
よ
り
金
七

　
　
七
万
円
を
借
受
け
て
い
た
が
、
そ
の
返
済
を
遅
延
し
た
た
め
に
右
両
土
地
に
つ

　
　
ぎ
抵
当
権
実
行
と
し
て
競
売
の
申
立
が
な
さ
れ
た
。
上
告
人
Y
（
被
告
・
控
訴

　
　
人
）
は
、
右
競
売
期
日
に
お
い
て
本
件
甲
土
地
に
つ
ぎ
金
四
一
万
円
で
競
買
申

　
　
出
を
し
、
競
落
許
可
決
定
を
受
け
、
競
落
代
金
お
よ
び
費
用
の
納
入
を
命
ぜ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
八
　
　
　
（
二
八
O
）

れ
た
が
、
こ
の
義
務
を
履
行
し
な
か
つ
た
の
で
再
競
売
と
な
り
、
訴
外
C
が
金

一
五
万
六
千
円
で
競
落
し
、
代
金
が
納
入
さ
れ
た
．
本
件
は
、
右
競
売
手
続
中

に
前
記
訴
外
B
の
抵
当
債
権
お
よ
び
抵
当
権
の
一
部
を
譲
受
け
た
被
上
告
人
X

（
原
告
・
被
控
訴
人
）
が
Y
に
対
し
て
再
競
売
に
よ
り
生
じ
た
金
二
〇
万
三
〇

〇
円
の
競
落
金
差
額
の
支
払
を
求
め
て
提
起
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
Y
は
次
の
よ
う
に
主
張
し
、
競
買
申
出
は
錯
誤
に
基
く
か

ら
無
効
で
あ
り
、
従
つ
て
競
落
許
可
決
定
も
効
力
を
生
じ
な
い
と
抗
弁
し
た
。

す
な
わ
ち
、
本
件
甲
土
地
上
の
家
屋
に
つ
い
て
は
、
右
家
屋
の
抵
当
権
者
訴
外

D
が
抵
当
権
を
実
行
し
た
た
め
訴
外
B
が
競
落
し
て
代
金
を
納
入
し
右
家
屋
の

所
有
者
と
な
り
、
そ
れ
と
同
時
に
そ
の
敷
地
で
あ
る
本
件
甲
土
地
に
法
定
地
上

権
を
取
得
し
た
と
い
う
事
情
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
件
甲
土
地
に
関
す

る
本
件
競
売
お
よ
び
競
売
期
日
の
公
告
に
法
定
地
上
権
の
負
担
が
存
在
す
る
旨

の
記
載
が
な
か
つ
た
た
め
、
Y
は
右
法
定
地
上
権
の
存
在
を
知
ら
ず
に
競
買
申

出
を
な
し
た
の
だ
か
ら
、
右
競
買
申
出
に
は
要
素
の
錯
誤
が
あ
る
と
主
張
す
る

の
で
あ
る
。

第
一
審
・
第
二
審
と
も
X
の
請
求
を
認
容
。
Y
上
告
。
上
告
理
由
は
二
点
か
ら

な
り
、
第
一
点
は
、
競
売
と
い
え
ど
も
一
種
の
売
買
で
あ
る
か
ら
民
法
九
五
条

の
適
用
が
あ
り
、
上
告
人
Y
は
競
売
公
告
に
「
賃
貸
借
な
き
土
地
」
と
の
表
示

が
あ
る
こ
と
に
よ
り
本
件
家
屋
に
つ
き
利
用
権
な
き
も
の
と
信
じ
て
競
買
申
出

を
な
し
た
も
の
で
あ
る
ゆ
え
、
右
競
買
申
出
は
錯
誤
に
よ
り
無
効
で
あ
る
と
主

張
し
、
第
二
点
は
、
訴
外
B
か
ら
被
上
告
人
X
へ
と
抵
当
債
権
お
よ
び
抵
当
権

の
譲
渡
が
あ
つ
た
と
の
事
実
認
定
に
は
理
由
の
齪
鱈
が
あ
る
と
主
張
す
る
。

最
高
裁
は
次
の
よ
う
に
述
べ
、
裁
判
官
全
員
の
一
致
で
上
告
を
棄
却
。

「
上
告
理
由
一
に
つ
い
て
－
：
競
買
人
の
競
買
申
出
は
、
訴
訟
行
為
に
準
ず
べ

き
も
の
で
あ
り
（
大
判
昭
和
一
二
年
一
二
月
二
二
日
、
新
聞
四
二
二
五
号
一
一



頁
）
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
す
る
裁
判
所
の
競
落
許
可
決
定
は
裁
判
で
あ
る
か
ら
．

そ
の
違
法
を
主
張
す
る
競
落
許
可
決
定
を
受
け
た
最
高
価
競
買
人
は
、
右
競
売

手
続
お
よ
び
競
落
許
可
決
定
に
つ
き
不
服
が
あ
る
と
き
に
は
、
民
訴
法
六
七
一

条
、
六
七
二
条
等
に
よ
つ
て
異
議
を
申
し
立
て
、
お
よ
び
同
法
六
八
○
条
に
よ

り
即
時
抗
告
を
申
し
立
て
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
民
法
五
六
八
条
、
五
六
六
条

に
よ
り
救
済
を
求
め
ら
れ
る
特
別
の
場
合
を
除
ぎ
、
競
売
手
続
お
よ
び
競
落
許

可
決
定
の
違
法
を
右
手
続
に
よ
ら
ず
に
別
訴
で
主
張
し
、
競
売
手
続
お
よ
び
競

落
許
可
決
定
の
違
法
無
効
を
主
張
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
も
の
と
い
う
べ
ぎ

で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
競
売
に
つ
い
て
民
法
九
五
条
の
適
用
が
あ
る
こ

と
を
前
提
と
し
、
上
告
人
Y
の
し
た
本
件
競
買
の
申
出
は
無
効
で
あ
る
と
の
所

論
の
理
由
の
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
論
旨
は
採
用
で
き
な
い
。
」

「
同
二
に
つ
い
て
…
－
原
審
の
認
定
判
断
は
、
原
判
挙
示
の
証
拠
関
係
に
照
ら
し

て
首
肯
で
き
る
．
原
判
決
に
は
所
論
の
違
法
は
な
い
。
論
旨
は
採
用
で
き
な
い
。
」

　
判
旨
の
結
論
に
賛
成
。

一
　
判
旨
は
、
競
買
申
出
は
「
訴
訟
行
為
に
準
ず
べ
き
も
の
」
と
し
、
「
競
売
に

つ
い
て
民
法
九
五
条
の
適
用
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
」
て
な
さ
れ
た
Y
の

「
競
買
の
申
出
は
無
効
で
あ
る
と
の
所
論
の
理
由
の
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
」
と
判
示
し
て
い
る
の
で
、
競
買
申
出
に
民
法
九
五
条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る

こ
と
を
否
定
し
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
（
磯
駄
恥
跡
桝
解
轍
野
倣
糟
塒
繹
雛
の
雛
伽
講
翻

彫
肝
甑
鵬
に
炬
碩
似
下
も
）
。
し
か
し
、
判
旨
の
よ
う
に
競
買
申
出
は
訴
訟
行
為
に
準

ず
べ
き
も
の
で
あ
る
と
の
ご
言
か
ら
競
買
申
出
に
つ
き
民
法
九
五
条
の
適
用
を

否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
（
帥
拶
噌
論
賜
一
西
）
。
も
つ
と
も
、
後
述

す
る
よ
う
に
、
錯
誤
に
よ
る
競
買
申
出
の
無
効
を
別
訴
で
主
張
す
る
こ
と
は
許

さ
れ
ぬ
と
す
る
判
旨
の
結
論
に
は
賛
成
で
ぎ
る
（
紳
醐
恥
前
掲
）
。

判
　
例
　
研
　
究

　
任
意
競
売
は
債
務
名
義
を
不
要
と
す
る
点
で
民
訴
法
典
上
の
強
制
競
売
と
相

違
す
る
が
（
確
墾
パ
喘
餓
肇
験
論
鋤
鋤
蘇
墾
訴
訟
法
）
、
国
家
の
公
権
力
に
よ
つ
て

私
人
の
権
利
を
実
現
す
る
た
め
の
法
的
手
段
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
強
制
競
売

と
な
ん
ら
異
な
る
と
こ
ろ
が
な
い
こ
と
（
謂
凍
四
賄
隅
記
り
頭
烈
硝
酷
（
旧
著
）
、
）
、
お

よ
び
、
強
制
競
売
は
強
制
執
行
手
続
の
一
部
門
で
広
義
の
民
事
訴
訟
手
続
で
あ

り
、
任
意
競
売
手
続
に
は
民
訴
法
典
上
の
強
制
執
行
に
関
す
る
諸
規
定
が
準
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
競
買
申
出
は
、
訴
訟
行
為
に
準
ず
る

も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
（
覗
躰
ゼ
踊
掲
）
、
訴
訟
行
為
に
準
ず
る
取
扱
を

必
要
と
す
る
面
を
持
つ
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
（
榊
翁
節
賄
）
。
し
か
し
、
そ
れ
だ

か
ら
と
い
つ
て
競
買
申
出
に
民
法
九
五
条
は
適
用
で
き
な
い
と
の
結
論
を
導
ぎ

出
す
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
の
で
あ
る
．
な
ぜ
な
ら
、
競
買
申
出
に
は
通
常
の
私

法
上
の
売
買
に
お
け
る
買
受
の
申
出
に
相
当
す
る
も
の
、
す
な
わ
ち
、
自
己
の

側
で
出
掲
を
は
か
り
権
利
を
取
得
せ
ん
と
す
る
実
体
的
な
効
果
意
思
の
表
示
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
み
の
が
す
べ
き
で
は
な
く
（
癖
野
か
賄
）
、
競
買
申
出
は

も
つ
ば
ら
裁
判
の
招
来
の
み
を
目
的
と
し
裁
判
を
離
れ
て
は
独
自
の
意
義
を
有

す
る
こ
と
が
少
い
一
般
の
取
効
的
訴
訟
行
為
（
匠
廿
朗
、
嘱
廊
融
に
）
と
は
そ
の
実
質

を
異
に
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
の
で
、
競
買
申
出
に
は
訴
訟
行
為
に
つ

い
て
の
一
般
原
則
ど
お
り
に
民
法
九
五
条
の
適
用
は
な
い
と
す
る
こ
と
は
、
競

買
申
出
の
特
性
を
無
視
し
、
競
買
申
出
人
を
不
利
な
立
場
（
靡
帥
韻
麟
關
稼
塑
酔
4
浦

・
二
八
下
民
集
一
四
巻
六
号
二
二
七
頁
以
下
参
照
、
競
買
申
出
人
が
暇
疵
担
保
責
任
を
追
求
で
ぎ
な
い
こ

と
（
民
法
五
七
〇
条
但
書
）
を
考
え
あ
わ
せ
る
な
ら
ば
競
買
申
出
人
の
不
利
な
立
場
は
よ
り
一
層
は
つ
き

齢
薮
帥
雛
纏
翫
語
飯
欝
離
鳩
璽
は
磯
鰻
る
）
に
お
い
こ
む
こ
と
髪

る
か
ら
墓
る
（
描
覧
雛
蟹
蕃
纏
誘
碓
縣
騒
鮎
雑
耽
鶯
認
蕪
盈

法
三
二
頁
以
下
）
、
公
法
上
の
処
分
説
を
採
用
し
た
と
こ
ろ
で
、
公
法
上
の
処
分
に
よ
り
純
然
た
る
私
法

上
の
売
買
契
約
が
完
成
さ
れ
る
と
い
う
理
論
構
成
が
可
能
な
の
だ
か
ら
．
本
文
に
述
べ
た
こ
と
は
私
法
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
九
　
　
　
（
二
八
ご
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の
売
買
説
を
採
用
し
た
と
き
に
の
み
主
張
で
き
る
と
い
う
性
質
切
も
の
で
は
な
い
。
も
つ
と
も
競
売
に
よ

る
所
有
権
の
移
転
そ
の
も
の
が
公
法
上
の
処
分
と
み
る
な
ら
ば
　
民
法
九
五
条
を
適
用
す
る
余
地
は
な
く

な
る
。
瀬
戸
・
最
高
裁
第
二
小
法
廷
昭
和
四
三
・
二
・
一
六
判
決
の
解
説
・
法
曹
時
報
二
〇
巻
五
号
一
四

六
頁
は
、
本
件
判
決
が
私
法
上
の
売
買
説
を
完
全
に
否
定
す
る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
が
，
本
件
判
決
が

緯
嘉
外
購
艇
蹴
醜
融
尋

　
私
法
行
為
は
、
相
手
方
に
対
す
る
関
係
で
一
定
の
効
果
を
直
接
に
生
じ
、
相

手
方
が
そ
れ
を
信
頼
で
き
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
任
意
の
撤
回
が

許
さ
れ
な
い
の
が
原
則
で
あ
る
が
、
一
定
の
重
大
な
蝦
疵
が
あ
る
と
き
は
取
消

す
こ
と
が
で
き
る
建
前
と
な
つ
て
い
る
（
一
一
斎
哨
恥
前
掲
）
。
そ
れ
に
対
し
て
、
取
効

的
訴
訟
行
為
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
裁
判
を
離
れ
て
は
独
自
の
意
義
を
有
す
る

こ
と
は
少
く
、
直
ち
に
一
定
の
効
果
を
生
ず
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
口
頭
弁

論
終
結
ま
で
は
自
由
に
撤
回
で
き
る
の
が
原
則
で
あ
る
（
繹
ン
胡
一
賄
）
．
と
こ
ろ

で
、
競
買
申
出
は
、
中
野
教
授
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
権
利
取
得
と
代
金

支
払
義
務
の
負
担
に
直
結
す
る
の
で
、
そ
の
撤
回
は
原
則
と
し
て
許
さ
れ
ず

（
服
籍
雛
黙
七
）
、
い
つ
た
ん
適
法
な
申
出
を
し
た
競
買
人
は
、
さ
ら
に
高
価
な
申
出

の
許
あ
る
ま
で
そ
の
申
出
額
に
拘
束
さ
れ
る
（
銀
籍
噛
躰
ハ
）
と
い
う
点
で
一
般
の

取
効
的
訴
訟
行
為
と
は
異
な
つ
た
特
性
を
持
つ
た
め
、
民
法
九
五
条
の
適
用
を

認
め
て
競
買
申
出
人
の
保
護
を
は
か
る
こ
と
に
は
充
分
な
意
味
が
あ
る
と
い
う

べ
き
で
あ
る
（
榊
甥
丑
賄
）
。
そ
し
て
、
こ
の
点
か
ら
し
て
も
競
買
申
出
に
は
民
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

九
五
条
の
適
用
が
な
い
と
す
る
判
旨
に
は
賛
成
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

二
　
既
述
し
た
と
こ
ろ
で
競
買
申
出
に
民
法
九
五
条
の
適
用
を
肯
定
し
て
き
た

が
、
そ
の
こ
と
は
、
不
動
産
競
売
に
際
し
て
は
競
売
手
続
が
終
了
す
る
以
前
に

競
売
手
続
上
の
不
服
申
立
方
法
を
通
じ
て
主
張
す
る
場
合
に
の
み
あ
て
は
ま
る

こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
ま
ず
第
一
に
、
不
動
産

の
競
落
の
許
可
決
定
は
競
落
の
申
立
と
し
て
の
競
買
申
出
に
対
す
る
執
行
裁
判

二
二
〇

（
二
八
二
）

所
の
裁
判
で
あ
り
、
最
高
価
競
買
申
出
を
有
効
と
認
め
て
な
さ
れ
た
競
落
許
可

決
定
の
裁
判
が
確
定
す
れ
ば
、
競
買
申
立
に
付
着
L
た
椴
疵
は
消
滅
す
る
こ
と

に
な
る
の
で
、
競
売
手
続
終
了
後
は
競
買
申
出
の
無
効
を
主
張
で
き
な
く
な
る

か
ら
で
あ
る
（
卿
騨
薦
凛
悟
謝
灘
暗
瓢
疑
剛
蕩
講
騒
騰
筋
欝
懇
襲

る
た
め
の
手
続
的
配
慮
が
全
く
み
ら
れ
な
い
か
ら
．
執
行
官
の
競
落
告
知
後
に
競
買
申
出
の
無
効
を
主
張

す
る
こ
と
を
理
論
的
に
否
定
で
き
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
中
野
・
換
価
と
し
て
の
競
売
の
法
的
性
質
・

蹄
餅
鋒
曜
藷
礁
か
購
制
）
。
第
二
に
、
競
売
手
続
上
に
お
い
て
不
服
申
立
の
方
法

が
規
定
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
以
外
の
方
法
で
競
売
手
続
上
の

行
為
な
い
し
裁
判
の
有
効
、
無
効
を
争
わ
せ
る
こ
と
は
、
競
売
手
続
の
確
一
性

な
い
し
安
定
性
を
害
し
、
競
売
手
続
の
や
り
な
お
し
と
い
う
事
態
を
発
生
さ
せ
、

競
売
な
い
し
は
執
行
制
度
の
趣
旨
が
全
う
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る

（
聯
躰
ゼ
賄
掲
〉
．
そ
し
て
、
具
体
的
に
い
う
な
ら
ば
、
競
買
人
の
行
為
無
能
力
、
権

利
無
能
力
を
競
落
許
可
に
つ
い
て
の
異
議
事
由
と
し
て
い
る
競
売
法
三
二
条
・

民
訴
法
六
七
二
条
二
号
が
競
買
人
の
錯
誤
に
よ
る
意
思
表
示
の
無
効
の
場
合
に

も
類
推
さ
れ
る
の
で
あ
り
（
賄
喝
拡
鵬
鏑
撒
虻
に
就
煩
買
中
）
、
さ
ら
に
、
錯
誤
に
よ
る

意
思
表
示
の
無
効
は
、
競
売
法
三
二
条
・
民
訴
法
六
八
O
条
二
項
の
「
競
落
を

許
す
べ
ぎ
理
由
な
き
こ
と
」
の
根
拠
と
な
り
、
競
落
許
可
決
定
に
対
す
る
競
落

人
の
即
時
抗
告
を
理
由
づ
け
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
以
上
に
述
べ
て
き
た
こ

と
か
ら
明
ら
か
に
な
つ
た
よ
う
に
、
競
売
手
続
終
了
後
に
別
訴
で
錯
誤
の
主
張

は
で
き
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
判
旨
の
結
論
に
は
賛
成
で
き
る
の
で
あ
る
．

　
と
こ
ろ
で
、
任
意
競
売
に
民
法
九
五
条
の
適
用
な
い
し
は
準
用
が
あ
る
と
す

れ
ば
、
民
法
五
六
八
条
．
五
六
六
条
等
は
空
文
と
化
し
、
ノ
意
義
を
失
う
と
い
う

批
判
が
あ
る
が
（
諜
触
）
、
競
売
手
続
終
了
後
は
器
九
五
条
は
適
用
さ
れ

な
い
の
だ
か
ら
、
右
に
挙
げ
た
民
法
の
規
定
が
意
義
を
失
う
こ
と
は
な
い
の
で



あ
る．競

買
申
出
に
民
法
九
五
条
の
適
用
が
あ
る
と
し、
競
買
中
出
の
相
手
方
は
競

売
裁
判
所
で
あ
る
と
す
れ
ば、
競
売
裁
判
所
は
そ
の
地
位
な
い
し
職
務
の
性
質

上
錯
誤
の
主
張
が
で
き
な
く、
当
事
者
双
方
に
公
平
に
働
く
べ
き
民
法
九
五
条

が
競
買
申
出
人
の
側
に
の
み
有
利
に
働
く
こ
と
に
な
る
と
批
判
さ
れ
る
か
も
し

判

例

研

究

れ
な
い
（
川
崎
一品
欄一）
。
し
か
し、
競
売
裁
判
所
は
裁
判
に
よ
り
意
思
表
示
を

し、
裁
判
に
錯
誤
に
よ
る
無
効
は
あ
り
得
な
い
の
だ
か
ら、
競
買
申
出
人
の
み

が
錯
誤
を
主
張
で
き
る
こ
と
は
当
然
で
あ
り、
競
買
申
出
人
の
側
に
の
み
民
法

九
五
条
が
有
利
に
働
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る。

（
石

川

明
・

加

修

藤

一

一

一

一

一

（
二
A＝一）


